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【区長からのメッセージ】               区長  宮嶋 總三郎 

人生１００年時代を迎え、ますます平均寿命も延びつつある長寿の社会に 

我々は生きています。旭行政区もニュータウンの宿命で、新たな年を迎える 

たびに確実に高齢化が進んでいます。 

そこで、少子高齢化が進展する超高齢化社会を迎える前に、旭行政区もその 

対応策を講じる必要がありますが、その施策案として次のように考えています。 

１ 世帯主の高齢による区費の減免の見直し 

行政区の主要な財源である区費ですが、今後は高齢化の進展により減免世帯が加速度的に増え、 

行政区の台所を圧迫することになります。そこで、今回、年齢にかかわらず一律に区費を負担して 

いただくように、来年３月の総会で規約を改正したいと考えております。 

※参考に、世帯主の年齢により区費を減免している世帯数は次のとおりです。 

    ★世帯主が 85 歳以上で区費免除の世帯   １５世帯  

★世帯主が 75 歳以上で半額に減免の世帯   ６１世帯 

※なお、市が全２５行政区の減免制度の調査を行ったところ、高齢による減免規定がない 

という行政区が 9 行政区ありました。 

☆一方で、区費の支払いが困難な世帯からの申し出による減免制度を新たに設ける予定です。     

２ 敬老記念品贈呈事業の対象年齢の見直し 

10 年以上前から７０歳以上を高齢者とし敬老事業の対象にしていますが、当時から平均寿命が 

伸びた現在の７０歳はまだまだ若々しいヤングと言えます。また、対象者が加速度的に増え予算面 

でも厳しいこともあり、対象を 75 歳以上に引き上げたいと考えております。      

３ 新規施策（それぞれのお祝いの具体的な金額については、行政区の予算面から今後検討いたします。） 

１および２の施策で生み出された財源で、次の新規施策を実施したいと考えます。 

☆「長寿祝」の新設 

      傘寿８０歳  米寿 88 歳  白寿 99 歳 を迎えられた年に、お祝いの記念品を贈呈  

☆「出産祝」の新設 

      少子化の時代を迎え、子どもは旭行政区の宝と認識し、新たに「出産祝」を贈呈 

一子の出産につき お祝いの記念品を贈呈  

   

以上、６年度に向けた制度改正案につきまして、区民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い 

申し上げます。 

この改正案についてのご意見やご質問がありましたら、旭集会所までお寄せください。 

 

（三好丘旭集会所 tel 0561-36-0566  QR コード     ） 

発行：三好丘旭行政区長 編集：旭行政区広報部 令和 5 年 11 月１日号 
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●三好丘駅前イルミ２０２３ 

 今年もクリスマスの時期に、駅前のペデストリアン 

デッキでペットボトルツリーが明るく皆様をお迎え 

します。 

今回は「三好丘旭」と「三好丘」の地区コミュニティ

の他に、お隣の「あおば行政区」も参加して、3 基の 

ペットボトルツリーがにぎやかに並びます。 

ペットボトルの中に色とりどりの光沢リボンを入れ、何本かは願い事を記したリボンが並びます。 

SDGｓの時代にふさわしく、ペットボトルは、駅前に飾った後はリサイクルに回します。 

 

☆ペットボトルツリーの製作のお誘い 
作業日時 11 月 12 日(日)13 時から（スタンプラリーの日の午後です。）旭集会所にて 

世界で 1 本だけのペットボトルを造って、クリスマスの思い出にしてみませんか。 

事前申し込みはいりませんので、皆様のご参加をぜひお待ちしております
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【児童厚生員だより】 

◇お知らせ                                  

  １０月２８日(土)と１０月２９日(日)に、 

 

 「旭行政区文化祭」がありました。 

 子どもたちも、たくさんの作品を作ってくれました。 

 出展ありがとうございました。 

  この参加賞がありますので、取りに来てください。 

    

 

 

 

◇１１月の工作(無料) 

 プラ板・アイロンビーズ・キラキラアート、ポンポン・ 

フェルトストラップなど。 

工作時間は１４時３０分～１６時 30 分です。                                                                 

                                                                                     

◇冬休みの行事のお知らせ 

１２/２５(月)に、「己書(おのれしょ)」の体験教室を予定して

います。 

詳しくは、児童厚生員だより 12 月号で、お知らせします。 

◇集会所利用にあたってのお願い   

◯自分や家族の体調が悪い時は、集会所の利用を控えて下さい。 

◯混雑時は、人数制限や時間制限をする場合があります。 

◯タオルとお茶かお水の入った水筒を持たせて下さい。         

◯行事で撮影された写真が、市の広報や行政区の旭だより、みよし市児童厚生員活動報告「きぼう」などに掲載される

ことがあります。不都合な場合は、ご連絡ください。  

◯未就学児は保護者同伴でご利用ください。保護者の目の届く範囲でお願いします。 

◯集中豪雨や突然の雷雨などの荒天時で、子どもだけでの移動が危険な場合は、 保護者の送迎をお願いします。 

暴風雨警報発令時は、集会所は「閉館」になります。 

◇保護者の皆様へのお願い                                                                                                        

三好丘旭集会所を利用するには、緊急連絡先の提出が必要です。 

集会所を利用するお子様で、緊急連絡先を提出されていないご家庭は、三好丘旭 

集会所まで提出をお願いします。提出用紙は、三好丘旭集会所にあります。 

(開館時間は 14 時～17 時、土・日・祝日はお休みです。)  

                                   

【子ども会情報】  

暑かった夏が過ぎ､すっかり涼しくなりましたね。ウィルスに負けず元気に過ごせますように‼ 

11 月 18 日（土）「令和 6 年度 PTA 役員選出会」が三好丘小学校で行われます。PTA 役員…どれに 

しようかと迷ってみえる方はいませんか？昨年度より子ども会は､三好丘小の子供達全員が対象となって 

おり自由に参加できます。子ども会＆子育てクラブ役員はいかがですか？ 

子どもたちと一緒にイベントを楽しみましょう☆ 

12 月 10 日（日）にクリスマス会を計画中です。どうぞお楽しみに( ^ᵕ^) 

月 火 水 木 金 土 日 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30    

１１月カレンダー（×の日は休館日です） 

 

 
     

 

             

かぼちゃの小物入れ 魔女の帽子 

ハロウィンランタン  ハロウィンリース  

アイロンビーズ クロミちゃんのフェルト小物 
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【いきいきクラブだより】       旭いきいきクラブ会長 永田猛史 

 

 

 

 

 

 

【花植え愛好会の活動】           

今年の 9 月は今まで経験したことのない異常な暑さでしたね。   

9 月初旬に植えた花たちも暑さや水枯れ、害虫の影響で生育が 

遅れていましたが、秋の訪れとともに少しずつ大きくなり、満開に 

近づいてきました。 

旭だよりが皆さまに届く頃にはピークを迎えていることでしょう。 

 

 

 

 

 

☆ホームページのクリック数に応じて、行政区にポイントが入りますので、よろしくお願いします。 

　 　 　　

・ １１月１５日（水）　連合会 芸能発表会

・ １１月３０日（木）　ゴルフ大会  貞宝ｃｃ

・  １２月７日（木）　忘年会　柿野温泉

　人がマイナス、ネガティブな感情を抱くのは"自分の都合通りにならないとき"です。

　今年も残すところ、３か月になりました。
 １１月以降の主な行事予定は、

古今東西、この苦を減らしたり、なくしたりする方法に２種類あり、
　1つ目は、都合通りにしてしまうのです。
食べたいものがあれば食べればいいのです。

　 仏教で使う「苦」の定義は、自分の都合
通りにならないこと」だそうです。

　　　↑ 昔の「談話会」の写真がありました。
　　　　　懐かしい顔があります。皆さん楽しそうです。

　心が乱れたら苦が発生した証拠です。苦の原因になっている自分の都合と向き合って、
努力して都合通りにするか、道理を明らかにして都合を諦めるか、心穏やかな日々を増やし
たいものです。
　　　　　　　　　　　　　　　（ 文章は、もっとい不動 密蔵院　名取芳彦住職のエッセイです。）

　２つ目は、都合そのものを小さくしたり、諦めたりする方法です。
いつまでも若くありたいという都合を「体の老化は仕方がないから、
せめて心の若さは保とう」とすれば、老いの苦は半減します。

　都合は「願い」とも言える。それを小さくしたり、無くしたりするのは嫌だと思うかもしれません。
願いが自分の力で叶いそうなら、努力してかなえればいいのです。

　しかし、願いが自分の努力で叶わないのなら、「仕方がない」と諦めるしかありません。
生まれ、老い、病気になり、死んでいく「生、老、病、死」は四苦と呼ばれますが、天気を含め
て、これらの現象には私たちの都合が介在する余地がありません。"都合以前の現象"なの
で、いさぎよく諦めましょう。

　「諦める」と「明らめる」は同源の言葉です。朝になって物の形が明らかになるように、自分の
願いが自分の努力でかなわないのが明らかになれば、きれいに諦められます。
　この事実をはっきりさせず、都合通りにならないからと言っていれば、一生を怒って過ごすこ
とになります。だれも、そんな人生を送るために生まれてきたわけではないでしょう。


